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産業廃棄物適正処理のマスコット

「てき丸君」

このチェックリストは排出事業者が収集運搬や処理施設の詳細を確認する際に、
注意して見て頂きたい内容を列挙したものです。
チェックリストは、会社概要、共通管理項目、収集運搬（積保含む）、中間処理の
4つの区分からなっています。それぞれの詳細は下表のとおりです。

※ 項目の中には処理業者の努力目標として掲げている項目もあります。
※ 最終処分にかかる項目については含まれていません。

 1．チェックリストの使い方

　　●収集運搬や処理施設の詳細を確認する際に利用します。
　　●チェック内容に基づき「十分」「許容可」「要改善」を○で囲んで下さい。
　　●網掛けの項目は廃棄物処理法で規制されている重要な項目です。この項目が「不適合」と判断された場合には、

改善されるまで処理の委託は控えて下さい。
　　●「十分」「許容可」「要改善」を囲んだ○の数を確認し、各区分の数を7ページの最下段の表に記入します。
　　●総合判定結果として「処理業者として選定 可・不可」を表の右に記入します。
　　●該当しない項目については削除して下さい。

2．チェックにあたっての注意

　　●判断する前に各項目の内容や処理の現状について処理業者から十分な説明を受けて下さい。
　　●「十分」「許容可」「要改善」のどれに判断するかについての明確な基準はありません。処理業者の説明と施

設の現状を勘案して判断して下さい。
　　●必ず処理業者と一緒に排出事業者自身が評価して下さい。
　　●現場は常に変動するため、できる限り頻繁に確認されることをおすすめします。

3．チェック結果について

　　●「十分」「許容可」「要改善」がそれぞれ何項目以上あれば良い（逆にあってはいけない）との基準はありま
せん。

　　●処理を委託する業者として可か不可かの最終的な判断は、排出事業者に委ねられるものとなります。
　　●社内の複数の人が行ったチェックを比較検討し、判断材料として利用することはより精度を向上させることに

つながります。
　　●他社の従業員や第三者が行ったチェック結果だけを単純に比較することは本来の趣旨ではありません。

4．その他（処理業者への方へ）

　　このチェックリストは自社のチェックに役立てることもできます。
　　●事業者自らが実態を把握し、現状を認識できます。
　　●チェックにあたっては、「十分」「許容可」「要改善」と判断して終了とするのではなく、「要改善」項目の

うち重点改善項目を定め「許容可」から「十分」とレベルアップするように計画的に取り組みます。
　　●定期的にチェックを行い常により高いレベルになるよう努力します。
　　●チェックリストの項目はモデルであり、必要に応じて自社に合うものにかえたり追加したりして実施します。

会社概要

1共通管理項目

2収集運搬（積保含む）

3中間処理

結果は処理委託の際評価しない項目。会社の概要。

業の区分に関係なく全ての処理業者に該当する項目。

収集運搬業を営む処理業者に該当する個別項目。

中間処理業を営む処理業者に該当する個別項目。

産業廃棄物処理業者〔収集運搬・中間処理〕
チェックリストの使い方

チ ェ ッ ク リ ス ト と は
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確認者印（又はサイン）

年　 月　 日

1．調査年月日 2．調査対象

会社名：

施設名：

3．調査者

所　　属：

調査者氏名：

t
kg

従業員数

営業年数

年間取扱量

売上高

 

社会保険

退職金制度

企業年金制度

法定外労災制度

15条施設許可

従業員数

営業年数（廃棄物処理関係）

処理数量、リサイクル率等

全体の売上高

廃棄物処理の売上高（全体に対する比率）

労災保険に加入しているか

雇用保険に加入しているか

健康保険・厚生年金に加入しているか

退職金制度があるか

企業年金（厚生年金基金、適格年金、確定拠出年金等）制度があるか

法定外労災保険制度があるか

廃棄物処理法第15条に定める施設の設置許可を取得しているか
処理施設の種類（ 　　　　　　　　　　）（ 　　　　　　　　　　　）（ 　　　　　　　　　　　）

区 分会 社 概 要

産業廃棄物処理業者〔収集運搬・中間処理〕チェックリスト

名

年

％

千円

内　　　　％

は　い　　いいえ

は　い　　いいえ

は　い　　いいえ

は　い　　いいえ

は　い　　いいえ

は　い　　いいえ

　　法的知識

　　条例、要綱等対応

　　許可条件

　　行政処分

　　収集運搬
　　発生区域許可

　　収集運搬
　　処理地域許可

　　中間処理許可

　　許可証確認

　　現地確認

事業範囲

許可品目

管理体制

順法性
（適法処理）

廃棄物処理法をはじめ、関連する一連の法的知識があり、法的対応が適切である

関係各行政の条例、要綱等への対応が実施されているか

事業範囲、許可条件を順守しているか（搬入時間、搬入制限等その他）

改善命令・措置命令の行政処分を過去5年間受けていないか

発生区域を管轄する知事等の許可を取得しているか　行政区域（　　　　　　）
許可番号（　　　　　　）許可期限（　　　．　　．　　）又は、更新手続き中（□）

処理地域を管轄する知事等の許可を取得しているか　行政区域（　　　　　　）
許可番号（　　　　　　）許可期限（　　　．　　．　　）又は、更新手続き中（□）

中間処理の許可を取得しているか　行政区域（　　　　　　）
許可番号（　　　　　　）許可期限（　　　．　　．　　）又は、更新手続き中（□）

委託する廃棄物の処理が可能な、施設・能力・処理方法を
有していることが許可証で確認できるか

委託する廃棄物の処理が可能な、施設・能力・処理方法を
有していることが現地で確認できるか

委託する業務が全て含まれる事業範囲の許可を所有しているか

委託する産業廃棄物は、許可品目に含まれているか

許可証、又は許可証の期限一覧表を掲示し、
期限切れがないような管理、対策がとられているか

区 分1共通管理
　項目 チェック 項 目（ □ に レ 点 ）

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　不適合

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

法
対
応

業
許
可
、施
設
許
可

施
設
、処
理
方
法

1． 共通管理項目 （　該当チェック事項 ＿＿＿＿ 項目 ／ 全１2項目中　）

このページのチェックの結果（該当しない項目は適宜除外して実施すること） 選定に
十　分 許容可 要改善

選定に 選定のため

項目 項目 項目

一項目でも不適合がある場合は改善されるまでの間［受・委託契約］は控えること



マネジメントシステム

リスク管理

　　経理的基礎

　　処理料金

　　財務諸表

　　企業組織

　　免許・資格

　　顧客管理

　　受入量管理

　　処理後管理

　　保存管理

　　記載事項

　　WDS

　　スポット契約

　　管理体制

　　帳簿の有無

　　保存管理

　　保存管理

　　返送期間

　　記載事項・様式

　　記載内容

　　管理体制

　　自社購入マニフェスト
　　

　　電子マニフェスト

　　従業員

管理体制 ＩＳＯ、エコアクション21などの認証を取得する等社内管理体制が確立しているか

第三者賠償責任保険、環境保険等への加入等、事故・災害等の備えに配慮しているか

経理的基礎について、概ね説明できるか

処理料金の根拠を概ね説明できるか

処理内容と照らし合わせて処理料金が適正か

財務諸表が整備されているか

組織内の役割分担、責任の所在などが明確であるか

必要な免許や有資格者の一覧表を整備しているか

主要顧客や委託先のリストが整備されているか

受け入れた産業廃棄物の種類と量を管理しているか

搬出廃棄物の種類と量を管理しているか

全ての排出者に関して、処理委託契約書が保存管理されているか

契約書は5年間保存管理しているか

廃棄物処理法に準拠した記載事項のものを使用しているか

新規契約時に「WDS」の受領を原則としているか

スポット委託の場合も委託契約書の対応はできているか

委託契約書は期限切れ前に更新手続きがされているか

帳簿を記載・整備しているか　　□電子データ　□電子データ以外

１年ごとに閉鎖し、5年間保存管理しているか

マニフェストは5年間保存管理されているか

マニフェストを排出事業者に定められた期間内に送付しているか

法律を順守したマニフェストを使用しているか

運搬受託者欄、運搬担当者欄、運搬車両番号および運搬終了年月日欄の記載は適正か

処分の受託者欄、運搬先欄、処分方法欄および処分終了年月日欄の記載は適正か

契約書どおりの内容であるか

記入すべき欄が全て適切に記入されていることをチェックしているか

マニフェストの流れを理解し、排出事業者に説明できるか

自社で購入したマニフェストがある場合、
払出し、使用枚数、戻入等の管理ができているか

電子マニフェストへ対応は可能か

挨拶がしっかりできるように教育されているか

定められた場所で喫煙、飲食をしているか

くわえ煙草、地図を見ながら、携帯電話で話をしながらの入・退場や走行をしていないか

区 分1共通管理
　項目

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　不適合

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善
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1． 共通管理項目 （　該当チェック事項 ＿＿＿＿ 項目 ／ 全３2項目中　）

このページのチェックの結果（該当しない項目は適宜除外して実施すること） 選定に
十　分 許容可 要改善

選定に 選定のため

項目 項目 項目

チェック 項 目（ □ に レ 点 ）

一項目でも不適合がある場合は改善されるまでの間［受・委託契約］は控えること



管理体制 　　従業員

　　資格者

役　員

　　体制

　　緊急連絡先

　　手順書

　　保護具

　　定期訓練

　　実態把握と管理

　　パトロール

　　ＫＹ活動

　　自己チェック

作業環境

福利厚生

勤務体制

各種記録

取扱量

ホームページの開設

地域コミュニケーション

業界活動

経営倫理

信頼性

会社で定めらた作業衣、安全帽、保護具を着用しているか

着衣等に乱れがないなど、身だしなみが整っているか

危険物・有害物の取扱いと安全対策を正しく理解しているか

事業に必要な資格者をそろえていて、適切な処理をおこなえる技術力をもっているか

新入社員教育等が確実に実施されているか。記録保管があるか

事業に必要な資格取得派遣、外部講習受講、社内教育等が実施されているか。その記録はあるか

事業内容を全て把握しており、積極的に説明できるか

事業の目的・目標、経営理念を明確に発言できるか

廃掃法上の欠格要件について理解しているか

従業員の安全衛生管理の組織が整備されているか

安全管理が行き届いており、異常時の対応が適切に行える体制になっているか

自衛消防隊が組織されているか（職場において消防隊が組織されているか）

緊急時の連絡先(24時間)一覧が見やすいところに掲示されているか。また従業員に携帯させているか

火災発生、有害廃棄物による事故、廃棄物の飛散・流出等、
緊急事故時の対応マニュアル、対策等はできているか

作業衣、安全帽、保護具等が常備され支給しているか。またその記録はあるか

定期的に緊急時を想定した訓練が実施されているか

業に関わる労災事故の人数、車両事故の件数が把握管理されているか（過去３年間）
労災事故（　　　　　　　）名  車両事故（　　　　　　）件

安全パトロールが定期的に実施され、改善等の記録があるか

運行前、作業前にＫＹ活動が実施されているか。記録されているか

全産廃連策定の安全衛生チェックリストを活用する等安全管理につとめているか

従業員の作業環境が適正に維持・整備されているか

従業員の休憩室や、福利厚生が整備されているか

従業員の勤務体制が確立しているか

各種記録、資料が整備されており、開示に応じられるか

許可の能力に見合っているか

ホームページ上で自社業務を紹介するとともに、搬出先等について公開されているか

地域住民との関係が良好であり、地域に貢献しているか

地域住民の敷地内、事務所内、車両等施設への視察に応じているか

各都道府県の産業廃棄物協会に所属し積極的に活動しているか

企業の経営方針が明確に公開されているか

行政の信頼が厚いか

区 分1共通管理
　項目

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

労働環境

情報公開

業界活動

経営倫理
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1． 共通管理項目 （　該当チェック事項 ＿＿＿＿ 項目 ／ 全３１項目中　）

このページのチェックの結果（該当しない項目は適宜除外して実施すること） 選定に
十　分 許容可 要改善

選定に 選定のため

項目 項目 項目

チェック項目

一項目でも不適合がある場合は改善されるまでの間［受・委託契約］は控えること
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車両

運行管理

届出

自社使用

携行義務品

備品

　　標章

　　車両表示

　　汚れの有無

 

キャビンの整備

　　シートがけ

　　アイドリングストップ

　　日常点検

　　運行管理

積載重量

渋滞措置

運行計画

安全運転管理者

保管量

　　表示

　　流出防止

 

　　搬入搬出管理
　

　　悪臭対策

　　排水

　　整理整頓

　　表示

産業廃棄物の収集運搬車両として、駐車場所在地とともに届出を 
しているか。（書面で確認）　　　許可車両台数（　　　　　 ）台

車両は自社使用の車両か

許可証の写し、マニフェストは携行しているか

ちり取り、ほうき等車両に必要な備品が備えられているか

義務づけられた標章等を貼付しているか

産業廃棄物収集運搬車両であることの、法に規定された表示はあるか

会社名、車両ナンバーが明らかに読みとれる状態か

車両の汚れ、不必要な改造等で周囲に不安全感を与えるような
外観となっていないか

キャビン等に業務に不要な品物が搭載されていないか

シートがけ等で廃棄物の飛散・落下防止が図られているか

アイドリングストップ等が遵守されているか

各車両とも日常点検が実施され、記録が整備されているか

運行管理が確認できるか（作業日報、台帳、チャート紙等）

積載重量が守られているか

入場待機車両の渋滞が生じないよう、措置がとられているか

予め運送計画（出勤者数・稼働台数等）を立て、余裕ある運行をしているか

安全運転管理者は保有台数に応じて任命されているか

許可範囲内で保管しているか

積替保管場所を示す許可看板は必要事項が記入され、よく見える所に設置されているか

液状物の流出を防止する施設構造基準を満たしているか

廃棄物を扱う区域の床が不浸透性になっているか

トラックスケール等計量施設が設けられ、搬入・搬出が管理されて
いるか。ただし、同一敷地内には限らない

悪臭発生のおそれのある廃棄物の保管状況は適切か

施設は適切な排水施設が整備されているか

保管場所の整理・整頓・清潔の保持状況は適切か

保管場所ごとの品目・数量等の掲示がなされているか

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

2収集運搬
（積保含む）

積替または
保管

外
観

記
録

環
境
配
慮

維
持
管
理

構
造

2． 収集運搬（積保含む） （　該当チェック事項 ＿＿＿＿ 項目 ／ 全２６項目中　）

このページのチェックの結果（該当しない項目は適宜除外して実施すること） 選定に
十　分 許容可 要改善

選定に 選定のため

項目 項目 項目

区 分 チェック項目

一項目でも不適合がある場合は改善されるまでの間［受・委託契約］は控えること
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3中間処理

情報公開

搬入時の
取り扱い

処理残さの
処分

施設

リサイクル率

中間処理工程の概略図

中間処理後フロー

リサイクルの形態

受入検査

マニフェストとの照合

最終処分場確認

リスク管理

 

マニフェスト
 

契約書

廃石膏ボード

石綿含有産業廃棄物

　　囲い･施錠
　

　　看板

　　構造･耐腐食性

　　地下浸透防止

　

　　作業場所

　　屋根

　　安全道路･標識･駐機位置

　　洗車設備

　　駐車スペース

　　粉塵対策

　　排水溝

　　駐車管理

　　消火設備

　　搬入搬出管理

　　リサイクル物管理

　　管理者

　　記録

　　環境配慮

リサイクル率を公開しているか。算出根拠は分かるか

受入から搬出までのフロー図が整備され情報公開されているか

中間処理後の搬出先フロー図が整備され情報開示されているか

中間処理後のリサイクルの形態（マテリアル・サーマル・ケミカル･その他）
を具体的に情報公開しているか

全ての廃棄物の受入に関して、受入検査を実施しているか

積み荷とマニフェストの記載内容を照合しているか

定期的に最終処分先の維持管理状況、残余容量等の確認を行い、注意義務を果たしているか

中間処理後の委託先は充実しているか（例：複数の焼却場等）

中間処理後の最終処分委託先は適切であるか
　□安定型処分場　　□管理型処分場　　□遮断型処分場

処理後の廃棄物搬出については、廃棄物の排出者として
２次マニフェストを適切に発行し、管理しているか

最終処分先と処分の方法が確認ができるか

中間処理後の委託先、最終処分先の契約書は整備されているか
許可証のコピーは整理・保管されているか

廃石膏ボードは適切に処分されているか

石綿含有産業廃棄物は適切に処分されているか

第三者がむやみに立ち入りできないように敷地全周囲に囲いや塀、
施錠できる門扉等が設置されているか

施設を示す許可看板は必要事項が記入され、良く見える所に設置されているか

施設は構造耐力、耐腐食性を有しているか

保管施設はコンクリート構造等で、品目ごとに仕切り壁が設けられ
雨水等の地下浸透のおそれのない構造か

液状物の流出を防止する施設構造基準を満たしているか

作業を屋内で行う構造となっているか

屋根がかかっていて、廃棄物を覆っているか 

処理施設に安全通路、標識があるか。重機等の駐機位置が定められているか

洗車設備が設けられているか

適切な駐車スペースが設けられているか

換気装置、集塵器、散水装置などの粉塵対策がされているか

敷地の周囲に排水溝が整備されており、有効に機能しているか

一般公道に迷惑駐車をしていないか。渋滞はないか

消火設備の設置場所、設置方法、数量は適切か

トラックスケール等計量施設が設けられ、搬入・搬出が管理されているか。ただし、同一敷地内には限らない

リサイクル物の種類と量を管理しているか

必要とされる資格を持った施設の管理者が選任され、常駐しているか

施設の運転管理記録簿を整備しているか

環境に配慮した事業運営が行われているか

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

構
造

維
持
管
理

3． 中間処理 （　該当チェック事項 ＿＿＿＿ 項目 ／ 全３3項目中　）

このページのチェックの結果（該当しない項目は適宜除外して実施すること） 選定に
十　分 許容可 要改善

選定に 選定のため

項目 項目 項目

区 分 チェック 項 目（ □ に レ 点 ）
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1． 共通管理項目 （該当チェック事項 ＿＿ 項目／全７5項目中）

2． 収集運搬（積保含む） （該当チェック事項 ＿＿ 項目／全２６項目中）

3． 中間処理 （該当チェック事項 ＿＿ 項目／全５9項目中）

各区分のチェックの結果
（該当しない項目は適宜除外して実施すること）

選定に
十　分 許容可 要改善

総合判定

処理業者
として選定

可 不可

選定に 選定のため

項目

項目

項目

項目

項目

項目

項目

項目

項目

施設

保管施設の
維持管理

　　工場管理

　　排水

　　緑化

保管量

悪臭対策

排水

整理整頓

表示

保管・管理

　　仕切り壁

　　作業場所

　　雨水

　　飛散措置

　　搬出管理

　　不適合品の処置

　　液状廃棄物管理

　　貯留方法

　　腐食性廃棄物管理

　　廃油管理

　　床腐食

中間処理残さの管理

整理、整頓、清潔、標識表示等工場管理が行き届いているか

騒音、振動、粉塵、臭気、ごみの飛散等、各種公害発生により近隣に悪影響を与えていないか

検査部門（又は外部委託）により、定期的にダイオキシン、粉じん、
水質等の検査を実施しているか。記録はあるか

施設の老朽化対応や設備機器類の整備更新など、常に技術の向上を目指す体制であるか

雨水、汚水、生活排水は適切に処理され放流されているか

排水溝は定期的に清掃されているか

排水は油水分離槽を経由させているか

敷地内の緑化が行われているか。維持されているか

許可範囲内で保管しているか

悪臭発生のおそれのある廃棄物の保管状況は適切か

保管に伴い発生する汚水は適正に処理されているか

保管場所の整理・整頓・清潔の保持状況は適切か

保管場所ごとの品目・数量等の掲示がなされているか

安定型物と管理型物が付着・混合することのない保管状況か

保管場所はリサイクル品の種類ごと、又は処理実態に応じ、
コンクリート構造等の仕切り壁で区画された構造か

積込み作業を行うための十分な場所を確保しているか

建屋内に保管する必要のあるリサイクル品は、
雨水が浸入しない構造の建屋内に保管されているか

飛散しないための措置がとられているか

リサイクル品の搬出先ごとの数量は管理されているか

許可品目以外の品目が誤って搬入された場合の処置の手順が
明確になっているか（例：家電リサイクル法の四品目等）

液状廃棄物等は、搬入された容器のまま保管されているか

貯留槽に保管する場合、むやみに廃棄物を混合していないか

腐食性の高いものには、必要な措置が講じられているか

廃油の保管は、温度上昇や流出防止の措置をとっているか

床、防液堤の内面は、保管する廃棄物による腐食防止策が取られているか。又腐食はないか

中間処理後の搬出～処分の体制が明確になっているか

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　許容可　　要改善

十　分　　不適合

区 分 チェック項目3中間処理

一項目でも不適合
がある場合は改善
されるまでの間
［受・委託契約］は
控えること

維
持
管
理

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
保
管

液
状
廃
棄
物
の
保
管

〒106-0032 東京都港区六本木3-1-17 第2ABビル4F　Tel 03-3224-0811（代） Fax 03-3224-0820
ホームページから本チェックリストをダウンロードしてご利用いただけます。　http://www.zensanpairen.or.jp/

社団法人 全国産業廃棄物連合会お問い合わせ先

3． 中間処理 （　該当チェック事項 ＿＿＿＿ 項目 ／ 全２６項目中　）

このページのチェックの結果（該当しない項目は適宜除外して実施すること） 選定に
十　分 許容可 要改善

選定に 選定のため

項目 項目 項目
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